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2 0 0 9 年 度 北 海 道 科 学 シ ン ポ ジ ウ ム 開 催 の お 知 ら せ
１
2 0 0 9 年 度 北 海 道 科 学 シ ン ポ ジ ウ ム 奨 励 賞

２
大 規 模 支 部 対 策 会 議 に 出 席 し て （ 江 見 清 次 郎 ）
３
【科学談話室】世界天文年雑感（羽部朝男）

＜2009年度北海道科学シンポジウム開催のお知らせ＞

　今年度の北海道科学シンポジウムは下記のように開催する予定です。会員の方は、一
般研究発表にふるってお申し込み下さい。また若手発表についても周囲の院生等若手研
究者に宣伝をお願いします。
日時：2009年10月30日（金曜）９時半～１７時
場所：北海道大学学術交流会館小講堂（北大正門入って左側）
参加費：一般会員1,000円（学生・院生500円）
午後の市民公開シンポジウムのみに参加される方からは資料代500円頂きます。

＜一般研究発表申込み＞
期限：９月１５日・・・支部事務局まで発表者氏名と発表タイトルをご連絡下さ
い。
（講演予稿集の原稿締め切りは１０月１５日の予定です）

2009年度北海道科学シンポジウム（2009年10月30日）予定
○午前（９時半～１３時）：一般研究発表（質問時間含め１件２０分）。
発表の専門分野は問いませんが、専門外にも分かるような内容を時間厳守でお話し下
さい。
・若手発表の部（午前前半）

　 発表できる者：パーマネントの研究職についていない、大学の学生、院生、研究生、
ポスドク、期限付き教員などの若手研究者。連名発表の場合には、発表者が主となって
行った研究とします。なお発表者は科学者会議会員外でもよいですが、奨励賞を受賞し



た場合は１年間の入会を義務づけています。奨励賞（若手発表賞）については以下に別
途記します。
・一般会員発表の部（午前後半）
発表できる者：科学者会議北海道支部の会員であれば誰でも発表できます。

○午後（１４時～１７時）：市民公開シンポジウム

北海道民の〈働かされかた〉 （仮題）
主報告　川村雅則氏（北海学園大学・労働経済論）
報　告　小室正範氏（道労連事務局長）

　　　　　　佐藤誠一氏（働く人びとのいのちと健康をまもる北海道センター）
　　　　　　〔報告者未定〕　（全大教北海道）
奨励賞（若手発表賞）選考結果発表、授与式
夕方（１８時～）懇親会

＜北海道科学シンポジウム奨励賞（若手発表賞）＞
若手の研究を奨励するための賞で、毎回若干名を選出する。
選考委員会を設置して厳正な選考を行う。
シンポジウム運営委員会と常任幹事の中から５名程度を選考委員として選ぶ。委員の
専門分野は、理系・文系を考慮しバランス良く選ぶものとする。
評価基準は、１）他分野の人が理解できるように簡潔明快な発表の工夫をしているか
どうか、２）研究内容の信頼性・オリジナリティーがあるかどうか、３）現代的な問題
提起がなされて

いるかどうか、などを採点する。
受賞対象者は、パーマネントの研究職についていない若手の学生、院生、ポスドク、
期限付き教員等とし、口頭発表した者とする。連名での発表の場合は、口頭発表者が主
となって行った研究とする。なお、発表者は科学者会議会員外でもよいが、受賞した場
合は１年間の入会を義務づける。
現役会員は、研究室の大学院生やポスドクなどに声をかけ、積極的な発表を促す。
選考結果は、午後の公開シンポジウム終了後に、選考委員会委員長より選考経過の報
告を行い発表する。支部代表幹事から賞状と賞金を授与する。

＜大規模支部対策会議に出席して＞

　 8月26日（日）、東京でＪＳＡの大規模支部対策会議が開かれた。大規模支部とは、
おおむね１００名以上の会員を有する支部で、北海道、宮城、茨城、東京、愛知、京
都、大阪、福岡の８支部が参加した。会員減少が続く中で、大規模な支部での組織強
化・会員拡大が非常に重要だとのことで開催された。北海道支部では、事前の常幹会議
で、対応を協議してのぞみました。
各支部より事前に提出された「支部活動の現状分析と行動計画」を参考にしながら、
報告が行われた。印象に残った点としては、「現職の教員が話す場がないので、ＪＳＡ
が語る会を開いて、語ってもらっている」（宮城）、「定年退職会員のお祝いの集いを
開いた」（愛知）などなど。北海道支部常幹会議で提起された学部学生入会の検討につ
いては、「読者として登録している」、「準会員制度を作っている」などの経験が出さ
れた。
今回の会議における第一の課題であった拠点大学での分会の活動活性化・会員拡大に
ついて、十分に議論をすることができなかったことは残念であったが、我が支部でも今
後議論・行動をしていきたい。この会議参加支部を中心に、組織強化・会員拡大などの
活動の経験交流を密にするため、メーリングリストが作られることとなった。（事務局
長・江見清次郎）



印刷機購入特別カンパのお礼
　前号でお知らせしました本カンパは、おかげさまで目標額を達成することが出

来ました。どうもありがとうございました。詳しい報告は、次号の「支部ニュー

ス」で致します。

【科学談話室】

世界天文年雑感
羽部朝男（北海道大学理学研究院）

今年は日本で皆既日食が見えると言うのでマスコミは盛り上がった。残念ながら国内
では天気が悪いところがほとんどだった。一方マスコミにはあまり取り上げられていな
いが、今年2009年は世界天文年である。ガリレオが望遠鏡を宇宙に向けてから今年が４
００年目にあたることから、ユネスコと国連が今年を世界天文年とし、世界各国に記念
行事を呼びかけている。北大でも記念講演会を行った。ガリレオは、単に宇宙に望遠鏡
を向けただけでなく、当時の宇宙観に変更をせまる新しい発見をしたことは良く知られ
ている。それは、調和のとれた天体であるはずの月の山の発見であり、木星の衛星の発
見であり、金星の満ち欠けや大きさの変化である。これらは思弁化していたアリストテ
レスの学説とは相容れない。ガリレオはこれらの発見から地動説へと向かう。ガリレオ
は実験事実にもとづき、定量的な考察をくわえることで自然の法則性を明らかにすると
いう科学的な方法をとった最初の人と言えよう。こうしたこともあり、ガリレオが晩年
を過ごしたフィレンツェ郊外のアルチェトリには現在イタリアの天体物理学観測所が置
かれている。マスコミも、もう少し世界天文年の意義を取り上げてほしい。
　 一方、宇宙と関係して心配なのが宇宙基本法である。宇宙基本法は2008年に国会で十
分な審議がされないまま制定された。宇宙基本法は、宇宙開発を平和利用に限定する
1969年国会決議と異なり、「安全保障に資する」宇宙開発を認めている。もし、偵察や
早期警戒と言う非破壊的利用であれば可能となると、これらは当然軍事システムに組み
込まれるものであるから軍事的な緊張を高めるものになろう。平和国家にふさわしくな
い。軍事目的であれば情報公開も制限されよう。科学の自主民主公開の原則がゆがめら
れるのではと心配される。予算も桁違いになろう。これは兵器が高額であることから容
易に想像できる。この桁違いな予算の悪影響も心配される。また、基本法は商業的な宇
宙開発を推進するとしているが、これによって科学衛星を軽視すべきはない。宇宙開発
には気象衛星など公共的なものがある。また、X線天文観測衛星などの科学衛星は人類
の知見を広める重要な役割を果たしている。
基本法は宇宙開発担当をそれまでの文部科学省から内閣に設置された宇宙開発戦略本
部に変更する。本部長は内閣総理大臣である。この体制が宇宙開発における基礎科学の
重要さを理解できるのか、今の政治のレベルを見ると大変心配である。湯川秀樹も創立
に参加した「世界平和アピール７人委員会」は、宇宙基本法が宇宙の平和利用を妨げる
のではと危惧して国民に監視を呼びかけている。

【編集後記】科学シンポの一般講演発表申込みが始まりました。昨年から若手発表者を対象に奨励賞が設けられ、さまざ

まな分野の若手研究者が集う場ができたのは何よりでした。研究の蛸壺化が進行し、若手研究者の視野狭窄もますます進

んでいるようです。昔あった院生会などはどうなっているのでしょうか。増え続けるボスドクの人たちを見るにつけ、現

役研究者・教員もより危機感を持って何とかしなければいけない、と思う、やっと夏らしくなってきた今日この頃です。

（高橋）
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